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去年の夏、私にとって人生 2機種目である「ｻﾜｰﾅﾉｺﾚｸﾀｰ(SNC-200)」の開発に取り掛かりました。前回

の機種「SNC-100」は、ｱﾙﾐﾅ基板の表面に生成された CNC(ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉｺｲﾙ)を刈り取り収集する装置でした。

しかし、同一空間で表面積が最大になる“球体”にすればより多くの CNC をかつより長く生成できるこ

とがわかり、今回『直径 80μm のｱﾙﾐﾅ球体の表面に生成された CNC を刈り取り収集する』ことがテーマ

となりました。CNC は電波吸収体としての性質がありﾍﾟｰｽﾒｰｶｰのｶﾊﾞｰや携帯電話、ﾊﾟｿｺﾝに使用しﾉｲｽﾞを

防ぐ案が出ているほど将来期待される物質であります。しかし、現在の CNC 生成、剥離ｽﾋﾟｰﾄﾞでは研究

用としての CNC 量も確保できない状態でした。そこで今回剥離の部分でのｽﾋﾟｰﾄﾞを早くしてほしいとの

依頼があり開発を行いました。 

開発をｽﾀｰﾄさせたのですが、前回同様、今回も壁がいくつもありました。どうすれば球体のまわりに

生えている CNC を分断することなくきれいに刈り取ることができるのか、小さな粒子をどうやって運ぶ

のかなど、構想・実験を何度も繰り返しました。 

いざ実際の組立・調整の段階になると、実験ではうまくいっていたところがそうではなかったりと、

かなり四苦八苦しました。やはり『ここはこうなるだろう』という頭の中のみで考え、構想した部分だ

けではわからなかったところがたくさんあり、改めて実験の必要性・重要性を身に染みて感じました。 

今回は新たに見栄え・操作性をよくするため ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙを取り入れ、動作中の動きを一目で分かるよう

にしました。私自身初めてのﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計へのﾁｬﾚﾝｼﾞとなり、何もわからずのｽﾀｰﾄでしたが、

先輩方に教えてもらいながら取り組んだ結果、確実に自分自身のｽｷﾙ UP に繋がったと思います。 

このSNC-200 を開発したことにより、従来方式（槽洗浄機）と比べCNC採取量

が U約 19 倍UPUし、ｱﾙﾐﾅ基板の従来方式（槽洗浄機）と比べるとCNC採取量が U約 300

倍 に UP U しました。 6 月 17 日には、 ( 財 ) 大阪科学技術 ｾ ﾝ ﾀ ｰ に   

無事納品することができ、CNC大量生産に貢献できたことをうれしく思います。

この 6月に部署名も研究室からﾅﾉﾃｸ事業推進部に変わり、当社もﾅﾉﾃｸ業界に入

っていく方向にあります。 

 研究は先が見えなく不安になることが多いのですが、発見・開発できた喜びは 

なんとも言い表せないくらいうれしいものです。 

これからもお客様が必要としている物・事を見つけ出し、商品に繋げて行きたいと 

思います。最後に SNC-200 の開発に協力して頂いた皆様、ありがとうございました。 
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